














































↑    ― 日本語が自由に使えるレベル 
中上級 
↑    ― 日本語能力試験N２合格レベル 
中級 
↑    ― 日本語能力試験N３合格レベル 
初中級 
↑    ― 日本語能力試験N４合格レベル 
初級後半 








































項目群 分野 項目数 構成 時間 










30分 Part3 20問 ３級文法 
Part4 20問 ２級文法 
Part5 読解 8問 ２級短文単問形式 ５問 
１級短文単問形式 ３問 
25分 
Part6 作文 1問 自作課題 20分 
計 78問＋作文１問  90分 
－ 113 －
表２ レベル判定規準 
上  級 
Part1-Part5     正答数71（90％）以上 
かつPart5 （読解）      ６以上 
中 上 級 
Part1-Part5         63（80％）～70 
かつPart4 （２級文法）    14（70％）以上 
かつPart6 （読解）      ５以上 
中  級 
Part1-Part5           47（60％）～62 
かつPart4 （２級文法）    10（50％）以上 
かつPart3 （３級文法）    12（60％）以上 
かつPart5 （読解）      ３以上 
初 中 級 
Part1-Part5           46以下 
かつPart3 （３級文法）    12（60％）以上 
初級後半 
Part1-Part5          46以下 
Part3   （３級文法）  11以下 
かつPart2 （４級文法）    12（60％）以上 
初級前半 
Part1-Part5          46以下 

























































 級 年度 問番号 困難度 識別力 
絵のある問題 
１ ４級 H21② Ⅰ-５ 0.620 0.422 
２ ３級 H20 Ⅰ-10 0.637 0.497 
３ ３級 H21② Ⅰ-６ 0.563 0.564 
４ ２級 H19 Ⅰ-３ 0.621 0.435 
５ ２級 H21② Ⅰ-６ 0.575 0.423 
６ １級 H20 Ⅰ-11 0.653 0.478 
 
絵のない問題 
７ ４級 H20 Ⅱ-３ 0.561 0.561 
８ ３級 H20 Ⅱ-１ 0.563 0.564 
９ ２級 H20 Ⅱ-７ 0.561 0.453 







段階Ⅰ：識別力0.400以上 かつ 困難度0.550-0.650 

















 年度 問番号 困難度 識別力  年度 問番号 困難度 識別力 
１ H19 6 0.624 0.465 11 H19 24 0.573 0.483 
２ H21① 16 0.624 0.539 12 H19 25 0.550 0.466 
３ H19 12 0.635 0.393 13 H20 17 0.546 0.536 
４ H19 22 0.548 0.455 14 H20 20 0.594 0.510 
５ H19 19 0.559 0.478 15 H20 24 0.555 0.395 
６ H20 8 0.566 0.461 16 H20 26 0.593 0.428 
７ H20 10 0.554 0.407 17 H21① 22 0.590 0.413 
８ H21① 15 0.616 0.545 18 H19 16 0.643 0.448 
９ H21① 23 0.644 0.534 19 H21① 24 0.592 0.474 
10 H19 21 0.576 0.505 20 H21① 29 0.511 0.412 
 
表５ ３級文法分野の構成 
 年度 問番号 困難度 識別力  年度 問番号 困難度 識別力 
１ H19 3 0.545 0.444 11 H20 2 0.582 0.518 
２ H19 12 0.549 0.409 12 H20 7 0.576 0.575 
３ H19 15 0.567 0.481 13 H20 9 0.536 0.535 
４ H19 16 0.535 0.508 14 H20 16 0.636 0.555 
５ H19 21 0.649 0.427 15 H20 19 0.536 0.559 
６ H19 25 0.550 0.490 16 H20 28 0.696 0.528 
７ H19 29 0.617 0.400 17 H21① 10 0.610 0.442 
８ H19 33 0.667 0.478 18 H21① 19 0.642 0.455 
９ H19 34 0.636 0.573 19 H21① 32 0.559 0.572 
10 H19 36 0.601 0.398 20 H21① 37 0.615 0.478 
 
表６ ２級文法分野の構成 
 年度 問番号 困難度 識別力  年度 問番号 困難度 識別力 
１ － － － － 11 H20 41 0.559 0.457 
２ H19 51 0.271 0.118 12 H20 42 0.546 0.457 
３ H20 26 0.572 0.471 13 H20 43 0.585 0.483 
４ H20 27 0.615 0.405 14 H20 49 0.605 0.477 
５ H20 32 0.679 0.436 15 H20 50 0.576 0.432 
６ H21① 52 0.585 0.443 16 H20 53 0.528 0.453 
７ H20 34 0.543 0.423 17 H21① 37 0.654 0.444 
８ H20 35 0.582 0.404 18 H21② 45 0.585 0.431 
９ H20 36 0.694 0.409 19 H20 33 0.613 0.395 













 年度 問番号 困難度 識別力 
２級項目 
１ H19 ２ 0.527 0.472 
２ H19 ３ 0.439 0.491 
３ H19 ４ 0.450 0.459 
４ H20 ２ 0.600 0.412 
５ H21① ３ 0.431 0.412 
１級項目 
６ H20 ３ 0.735 0.448 
７ H21① ３ 0.555 0.413 





























平  均 8.61 17.85 14.27 11.58 5.30 57.61 
標準偏差 1.64 2.60 4.69 7.41 2.17 16.26 
最 大 値 10 20 20 20 8 77 















平  均 8.09 17.39 16.03 11.15 5.12 57.79 
標準偏差 1.49 3.14 5.11 6.61 2.69 17.48 
最 大 値 10 20 20 20 8 78 








 現行版 別版 






聴解 文法４級 文法３級 文法２級 読解 合計 





図２ 聴解散布図       図３ ４級文法散布図     図４ ３級文法散布図 































表12 聴解分析     表13 読解分析          表14 ４級文法分析 
 困難度 識別力 困難度 識別力 困難度 識別力 困難度 識別力 
１ 0.939 0.477 １ 0.909 0.449 １ 0.879 0.432 11 0.970 0.152 
２ 0.909 0.266 ２ 0.545 0.487 ２ 0.970 0.152 12 0.818 0.821 
３ 0.848 0.348 ３ 0.727 0.684 ３ 0.788 0.398 13 0.970 0.275 
４ 0.788 0.536 ４ 0.758 0.597 ４ 0.727 0.439 14 1.000 0.000 
５ 0.848 0.064 ５ 0.667 0.817 ５ 0.848 0.618 15 0.909 0.645 
６ 0.576 0.406 ６ 0.545 0.696 ６ 0.667 0.238 16 0.848 0.638 
７ 1.000 0.000 ７ 0.455 0.538 ７ 0.758 0.733 17 0.848 0.496 
８ 0.848 0.564 ８ 0.515 0.661 ８ 0.909 0.664 18 0.909 0.278 
９ 0.848 0.334   ９ 1.000 0.000 19 0.909 0.615 
10 0.485 0.523   10 0.848 0.393 20 0.818 0.332 
 
表15 ３級文法分析                 表16 ２級文法分析 
 困難度 識別力 困難度 識別力  困難度 識別力 困難度 識別力 
１ 0.727 0.586 11 0.848 0.108 １ 0.667 0.529 11 0.576 0.791 
２ 0.939 0.558 12 0.636 0.521  ２ 0.545 0.413 12 0.636 0.554 
３ 0.697 0.555 13 0.727 0.862  ３ 0.576 0.713 13 0.515 0.672 
４ 0.788 0.545 14 0.848 0.741  ４ 0.545 0.512 14 0.455 0.683 
５ 0.788 0.467 15 0.818 0.702  ５ 0.697 0.544 15 0.424 0.442 
６ 0.788 0.765 16 0.909 0.333  ６ 0.545 0.555 16 0.515 0.574 
７ 0.818 0.821 17 0.879 0.594  ７ 0.545 0.586 17 0.606 0.841 
８ 0.939 0.462 18 0.788 0.829  ８ 0.333 0.244 18 0.576 0.823 
９ 0.788 0.752 19 0.788 0.812  ９ 0.576 0.716 19 0.636 0.866 




























受験者 現行版 別 版  受験者 現行版 別 版 受験者 現行版 別 版 
A ４ ４  L ２ ２ W ６ ６ 
B ３ ４  M １ １ X ５ ４ 
C ４ ４  N ２ １ Y ６ ６ 
D ３ ３  O ２ ２ Z ６ ６ 
E ３ ４  P ２ ２ AA ５ ５ 
F ３ ３  Q ２ ３ AB ６ ６ 
G ３ ３  R ５ ５ AC ５ ６ 
H ３ ３  S ５ ４ AD ４ ４ 
I ４ ３  T ５ ５ AE ６ ６ 
J ２ ３  U ５ ５ AF ６ ６ 






 ① 現行版と別版の相関が非常に高い 
 ② 両版共に信頼性が高い 
 ③ 級別の項目が困難度、識別力の点からレベル分けに機能している 
 
 村上（1991）は、二つのテスト得点の等価について述べ、「ここでもし、二つの試験が完
全に同じ能力を測っているとすれば、二つの総点間の相関は、二つのテスト信頼係数の幾
何平均である0.962に等しくなるはずである（p.212）」としている。本稿の現行版と別版の
相関はr =.962であり、両者が非常に近い能力を測定していると言えるであろう。 
 また、両版ともに非常に信頼性が高く、再テストを行った場合も同じ結果が得られるで
あろう。 
 さらに、それぞれの項目の特性から見ても、級が上がれば困難度も下がっており、正常
にレベル分けに機能していると言える。 
 このような結果から、プレースメント・テスト別版を現行版に代えて使用することに問
題ないと言えるであろう。 
ただし、テスト結果からレベルを判定する際の基準は、さらに精度を高める必要がある。
二つのプレースメント・テストを同質に扱うことができたとしても、その結果得られるレ
ベルの判定結果に齟齬が生じれば、プレースメント・テストとしての意味をなさない。レ
ベル判定の基準を再検討し、シミュレーションを重ねる、また詳細なルーブリックを作成
し客観テスト部分で生じた誤差を作文の判定で修正するなど対策を考える必要がある。さ
らに、大学生のプレースメントを目的に開発されたJ-CAT（今井他 2010）と本稿で扱っ
たプレースメント・テストとの関係は、今後検討していく必要がある。テスト実施者の負
担軽減などCAT使用による恩恵は大きいからである。これらを今後の課題としたい。 
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